
令和７年度　 【地域学校協働活動推進事業】地域学校協働本部別 実施状況

学校名

本部名 盤渓小学校サタデースクール

代表者 佐々木　大輔 （PTA会長）

構成

合　計 6 名 （代表者・コーディネーター含む）

地域住民 1 名 ばんけい幼稚園・園長 学　校 3 名 校長、教頭、教職員

ＰＴＡ 1 名 会長 その他 1 名 株式会社MARUP代表

2 名 ばんけい幼稚園園長、株式会社MARUP代表取締役

会議開催 3 回 開催月 ８～９月、７～９月、11～２月

実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容
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ｰ

盤渓小学校 【中央区】

No
実施日
※2

分野：◎主・○従

活動名 活動実施状況
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1

9/11

◎

小6図工「使って楽しい焼
き物」（全２回）

40 0 2 2 0 4

(木)
盤渓小学校 bankeiねんど小屋

2

10/17

◎

６年総合　「スポーツと
私」

20 0 1 1 1 1

(金)
盤渓小学校 地域ボランティア

3

10/30

◎

４年総合「川博士になろ
う」

20 0 1 1 0 2

(木)
盤渓小学校 株式会社　MARUP

4

11/20

◎

３年総合「生涯スポーツ
を楽しもう」（全２回）

42 0 2 0 0 4

(木)
学校 地域人材

5

1/20

◎

スキー学習（全９回）

0 1 0

(火)
ばんけいスキー場 ばんけいスキー学校

6

7

8

9

10

0 5 1

実施回数 合計 15 回 （分野分類）
◎主

○従

※　実施日の（長）は長期休業期間の平日

スタッフ

1,044 18 99

参加人数合計 1,166 24 110

教育課程
内・外

9/11、11/18の２回にわたり実施。１回目は粘土に触れて感
じたことやできた焼き物を使う様子を想像しながら造り出
す喜びを味わっていた。２回目は素焼きした自分の作品に
釉薬をかけ、もう一度焼くことの意味を講師から教わり、
さらに集中して活動に取組むことができた。

環境に携わる方を講師に迎えて川と自然環境にかかわる話
をしていただいた。水についてクイズやゲームを通して子
どもたちは理解を深め、放課後には講師に質問をするなど
追究の意欲を高める児童もいた。

ウインタースポーツの魅力について元オリンピック選手を
講師に招き、理解を深めた。講師の実体験をもとに始めた
動機や競技への姿勢を話していただき、児童は競技への理
解を深めるだけでなく、自分の好きなことへの向き合い方
を学び、意識を高めていた

学習支援 15 回　・　体験活動 0 回　・　地域交流 0 回　・　体力健康 0 回　・　学校支援 0 回

学習支援 0 回　・　体験活動 0 回　・　地域交流 0 回　・　体力健康 0 回　・　学校支援 0 回
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６年生の総合的な学習の時間に、スポーツに関わる方々を講師に招い
て仕事について教えてもらうだけでなく、携わるようになったいきさ
つや自分の体を知ることでけがの防止になることを児童は実技を通し
て理解を深めた。自分の将来について具体的な見通しをもった児童も
いるなど大変有意義な時間になった。

１・２年生と３～６年生のスキーの技術ごとにグループ分けを行い、
レベルに応じて練習方法やアドバイスを受けることで個に応じたスキ
ルアップを目指した。インストラクターに教えてもらうことで、新し
い練習方法を体験したり、客観的に自分の技術を知ったりすることで
レベルアップにつながった。


